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〈研究紹介〉

無衝突衝撃波と非熱的粒子

京都大ザ: j'll!cl ん白 1\ ケーれ敏夫

W r' l:.i~ 主的口今 , 1 の先端!.: ;iと 'iーする 1曲I情ィ庄内よ

j に、 11J山， 愉快"包は討し1本 tJ' fi<Jかの物 I¥ と Hi 欠し

て )c 'I するしめの況で、 j"J ,\'( IJ!\\衝突 の jfij '1~J: iJ~

などと f:， .-I るむのカ of，るグ3カ?よ二it!ニ(よ少々，:~")I

カ.，~.I' ま十

先-j. llli 山岡(ii i として. 片泊 の{jtr'ltl地 E は

どんな L のて，n ~I よか Hi押して ii きましょ -j nt
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シトカ・

ゅん -i/(l:J)，，. I! 、えるのは‘ ii" 平山的中てー起こ

るう t (l,iJ I の I ~'J I の iloi .士で「

さて. J.，.':~::d)·1 パ土砂地放( 1~1I1とい~; .:':j.i': 主

，、数 10 L，i:!の j、|山風均的、さ 11\ していますのて J也

J:J' の J.l;] りには H'r' \ir~ 山由形成されるべきて「

ろがこ、二に川辺 jかあリます J.(I:t)j!!f!~ (J¥.Lf;.!~か 1 ;/

)j('mあたり数 IIlo1f'，~ J主とめ‘;Y/l.· ので， )，日.)j !!I'!止を t ，Vi I止

する ιf ャ防(<1) I~'J 1 の Hr"士!土怖と起:. ±せん

これ"グ)t.'t. J か l 人立~iji.f"(lt~- ~~'JJ l 、てベJ と 11"1

の i.(1.'か起きるいですか. これでは令〈起 5 むい

のとあまりをわり均・あリま仲ん て l ..l~-'H":: ojt~:

i j-l曜均、 liE ;"I~ j'~ 主て n~id る II.' ，. 'JI~ir/ 生か本るぞ

土いう t，'， mは，.... jセて li;/ }j に f! ‘えられ士十 その↑ JI

~!をむとに 'r 公的う jrt'L~J..l\ '.ti ，')!fiJJ き Ilfi的.

(/，まわりを 1吹き Jkけて 11 主主 J W(i:j'l! となると

1't'J )'Hか「的 )111 カないのて 汁 r:士九ると二んで，、

ニ， 7 をおよし ;n[れの}j Ill] そ'P.iぇ t -j ニのハニ

アグ )j~jl ・ili カ ifiJ Il~ .t ~止め(， '<ii'l です む わろん、

ら JJfJ'I'，~かなけれにう/ I"の J土掛 bの JjIi，j(ょをわリま

ニi. l

f

1111 りIIカり t 、ささか物々 L \、 7 イ I· '0 を1IJ lftL

な 14 のタイ\- nか物々しく j 見えるか

t いえ :t. それそれの 'II.山:ニついた戸 .iと I'i'J な]I))'i

~'，. JI 内 If' I' と ~!T ，t; ;f.，ごはないて L t う

らの JII)' j 内ウいたたヰ I.: よい II;しん什 II'，さそう、\ .た

Ji[ 匁・ II I , i 小しているニと由、多いょっで仁

とふろて.物J11!. J;{と(よそ'}R; ~をう、いた li[ 'j，仁川

市な削l叫、そ'/、 ~l i'，I，と〉じ長されている， /)のて

ニi.l りの )-J[ 'j"よ多〈内午句JII!.'1 れの|そl心~ u:拘る 7

ー?とな勺て主まし た それては 休との上うに

〈十ti3 て 4 いのか.それそ IJHAすることて .fl.(J)/lJf'It

汁~lj 的制 fr-!ーさせていたたさたいと dtl います
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るのかヲ太陽風は地球の干'HI:など無視し.ハニ Y

7 など起こさず流れ1、って行くのでしょうか?

現イt 我々は，人」二衛星の観測により.地球も山

派な i~i司書 t庄を持っていることを知っています。事Jt

子同士の INl の衝突は起きている筈がないので

この衝撃i庄は全く日I)の機構により実現されている

ことにむります。この機梢が何て'あるのかは人T

1!1i1己似品\I}が始まって以来の|問地jでした。まだ111胤j

は完全には解けていませんが.現イ!までに次のよ

うな悩像はつかめるようになりました。太陽 19lI-の

ようなプラズ7では. t梓b記事~:f. (-ーが有j'llLを持つので、

その集凶的な是正副Jにより ';l!3i暗場が生じます。この

4磁tt~iJ'粒チの巡卸jに影響を与え.車内民として衝

突の刻J栄が中み H~ されています。約千11\1の l 刈 1

の衝突が起き主いことを強剥した結*. A'I百合み

の「無衝突I釘幣~&:J なる命名がなされたわけです。

太陽風の1; る持、衝突 in撃械はこれまて"!f-Nされ

た全ての~~ 'I~. (水金地火木よ天)ではいだされて

おリ.また米年 8 )J にはヴ才イジ守一 2 号により

海£仰の li'il(fiにも党見されることは姉'λです。-

111 年には.ハレ _4ま JI~ の H'i uti数 I' )Ikmのところに

も無衝突衝撃波が:H ;.I、ていることが観測されまし

た。このIff喉4阜の畠t ，lllJには我が「すいせい」が大

きな i立川l を来たしたことはいうまで L ありません。

判|怖の「さきがけ」は泣すぎてハレーの lf'r"持波は

観測できませんでしたが，太陥7 レアを起源とす

る Ii、搬性の無衝突衝撃波をいくつか観測しつつあ

ります。(f云搬伯ーの1街『津波とは唱低迷の太陽風向

後ろかり~可i宝胤がぶつかってできる.太陽風l付店I，

のj~i常波て"す。)

太|場胤I); の J)，~に以らず，多くの天体fJI象にA

iW なフラズマ I); の 1盛I幣波が関与しています。これ

らの崩壊披はやは I) 無衝突国j幣波てeあり. 7 ラズ

7中町It凶現象がその形成に4'質的な役古IJ を来た

していると信じられていますo fJl.iL , 'j':Hi研の多

くの!;々に枇む|則 if，の深い無衝突術京械は 11\一年 2

月末に燥発した越新JU987 A か句放出されたもの

でしょう。 r ぎんが」の主Jt illtl している越新Ji.1987

A からの X線のうち.エネルギー16kcV 以上の IOU'

い成分は組新 JI~燥発 IIキに生成されたニ y ケル56の

iJill主 l昨に山る Y 糾l を起制・とするものであるとされ.

衝撃波は!川長関係ありません。しかし. 10keV 以

下の軟成分は衝撃波により加熱された 1正子の :H す

ftiJ j;1J恥 i射が原肉てーあるとされています。起;jfr Jt'.J 9

87A の周りには傑発以前にこの ~t (l' i' 色起巨lJ iSk

-69202) が吹き出したガスがあり， f荷量 ~i止はニの

プfスの'I'を広がっています。ガスの'\'i'， 'J J'tが il l;いの

で，この衝撃波はやはり無術突衝撃波になってい

ます。

さて r ぎんが」の .if{ 要な lム」祉のーつは.組lJ rlit

1987A からの軟 X線成分が.三十日間 lほどでそれ

までの 3 ii\近くに明大する 7 レア現象を発見した

ことです。この 7 レア現象は今年 l 月に起き，起

羽I" Ii~. の研究にまた新しい Tのずかりを与えました。

政井氏(名大)のグル フの日「先によリ. J，t.nlt ガ

スの中に附りより数 I·f 合以上 b 'ff ，: 皮肉許 iい部分

(r 主J) がありーその 11 、に j*i1~ 泌が衝突(c無衝突」

衝突ということになります)した時にこの 7 レア

が起きたことが I~J かにされていま 1 。

|て 'jjii~ 書法による加熱のニとに触れました。 i耐

幌械を辿 i位し た後.プラズ ?l j:1!f 11:j. 生から !IE 古 i主

に減速されます。余った運動エネルキーはプラズ

?を 1111 然 L. エネルギ一保存のつじつまを合わせ

ているわけです。?干 i且の iff 幣波て'は ~E 白 jill となっ

たフラスマはちゃんとしたマ γ クスウェル分イ IJ' を

しています。これは!J II 熱のぷj£，\f'，~が約 (IHI の l 付

l の衝突に基づいている以|当然のことでしょう。

ところが無衝突街角的'I\'て'は加熱が民間運動による

ため詐泊の常議が通期しません。このため「無 i釦

突悼 [i~ 罪被における ~I 熱(I'J 料(. JJlliili 機附 J なる研究

分~f' が成、〉しています。ここで「非熱的 J とは.

-'7';1 クスウェノレ分布に従わないとの芯 l味で，あり

とあらゆるバラエティがあリ符ますが.衝撃波の

!日 j 'Jする現象て '1 ;1分布がエネルギ -E の II J(べさ)

E-)'Iニ比例する分イ IJ がよく現われます。太陽 I~\ の

ιI' の無 i曲I突衝幣波はこうした~~~典的中止(j JII jill 現象

が 1( (1~観測できる 11\ 七一向上品川て“あリ， その'If"先に

よってこの加i!!i機椛の~鮮が大いに進展してきま

した。

起新 JlU 987 A の衝撃波でも ~I' 熱的判 f の 1111 速が
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戸メリカ他球物理学連合ガ主催した太陽系内の無衝突衝撃波に関する研究会の論文集の表紙より。

〈右上〉太陽風ガ星間ガスとぶつかつて形成され

る衝撃波(まだ観測されてい怠い。太陽

から百~二百天文単位のところに出来る

と考えられる L

〈右下〉太陽風内の伝搬性衝隼波そのれ

太陽フレアから政出された高速プラズマ

霊の周りに形成される衝撃波。

3

くを上〉太陽恩内の伝般住衝撃波その2.

太陽画上のコロナホールからは高速の風

ガ吹き出し前方の低速風にぶつかつて衝

慈波を作る。

くを下〉旭球前面の衝撃波。



起きていると 4 えられます。佐藤文隆教校(京大)

により.起新1~ の問 I) の IJII;車が効率的かどヲかは

TeV(J 012 eV) 領域の 7似の till iJ\l J で判定できる持だ、

との指摘がなされました。(ただし術幣 iiJi によ

る加速過位ばかりではなく. 'I' 心に形成されたと

伝じられているハルサー=中性 f 星による加速過

料も考えねばなりません。) fム正義教授の指摘を受け

て現在ニュージーランドで日本 ニュージーラン

ド オーストラリア共同の Y線観測が ~j われてい

ます。この観測も J~4> に成功したようて 1 今年 l

)114. IS 円の nlrj I:J, r き'んが」のみた X線7 レ 7

>JL象のピークとほぼ同Hキに . y 線のI明大を検山し

ました。この Y科(7 レアは.強度こそノイスの 3

的れしかありませんが.到l米 hi"!が31長範凶 1.5 ・

以内でSNI987Aの }j I"比一致しているので.超新

~~起源て'あることは間違いないと与えられます。

状況証拠からみて.この 7科lがノリレサー起源て'あ

るとは考えにくいので. l~j'書波がhll;主の JI~イOJ 候

補地となります。現拍 I巨大宇宙線研の人々を 'I'

心に 1111 ;車機椛のモデル作りが進んでおり.起i新 J ，\

の周辺.w境について新たな鹿島平が符られるものと

J~Ji寺されています。

J~に述べたように.無衝突I釘幣波と Jド熱(I'JP (

加速機構の研究は地球周辺から超新民を(そして

多分.速くの i，~-ji申銀河をも)含む広い範凶を刈象

とします。この分野の研究は， I{I 按探査に基づく

太陽系内のヰ山科学研究と、 X線天文学に代点さ

れるリモートセンシングに Jよづく宇'山科ザ: 6Jf<允を

つなぐ環の役~Im を来たすと f~ じています。

(てらさわーとしお)

お知らせ車車庫車車車車京M車車南東南阿東南東京X)O()O(M東xx車ご~

大気球シンポジウム I ~
H 時昭和63年 12月 IS IIω-16 日ω

場 所州政!厄キャンハス A隙 2 階

II-I J 1'干せ光 司':ili科学研究所研究協力説UI~lciJ 平IJ Jll係

0427(51)3911 (内 2234)

f戸--示、て合 r ~..んカ〆 J 、 X 線新星を発見〆 r~ んが J I丹.J<I(の， \SMI;'. jはrJー Inl だけ全反応
附時 A引l
間三竺工 II 4)~26H r!!-'んが』に品椛した全 保をするが.それ以外の川は主魁<.1川端的観.111)的問i
門事情H a
1::1..:三~ 反日:札悦装;1( (ASM) からとんでもな 介によって i由斗な hIll] を Ii・J' 、ている，とニろかよ

L 、データカ r1.1I てきた。 [iii r々J;までfiOIむなカったでそ 〈制べてみると，全 k1Cft て···~t 比する [iii に守 hI' 、た

に.明るい X ~UJi'J ，!が比えている。その強度は. ことに. .ASM はこの新 l， t をずっとはていたニとが

かに平安的 1011\ (J-6keV)L ある。この先比は. 判った。枇初 Jに .#i' J ，1. を比たのは 4 J!23H で. 'VI る

杭ちに 'i .t!:. llli や天文屯晶 iで111 界 'I' に iI自械 L. 光や氾 さはかに h'1 の 112ft' 股:であり.その後ぐんぐん助

法を含的た泡糊:が飴まった。 r ぎんカ 'J LtfL ちに 光L. かに 1，r」;の811守 f'tU1:になるまてはは注統的に

子定を変 hどして この剥r JI~. を観測し始めた。大体 悦えていた。つまり. ASMはこのX線新川町Iず}光

の場所は.品、併以)時00分.品、総+25・でんる.これ の械 f を初めからヒヮと見つめていたことになる。

を受け. ~tJi(}く文台木竹観測所のンユ~ i' トカ〆 この胃rll~.のスヘクトルや光J~正 1111線は X 斜4.ιil.!i.

ラにより 4 ))2RIJ 写!'..(.抽i杉に初的て成功した。と 光におし、て. I り75年にt\ ll .fJL したブラァクホ ルを

ころが. X 似てコためた場所 (0.1・町村j主)には. 作つX糾i調 j·J ，1.A口620-00 とフリ つでLわる。，人へ

光でI竹光( 17.5~;級)しているそれらしいパ体が ジの似|には r ざんが』的統制II した今凶の X 似料以

一例あり，どちりか決めかねていたところ.その と Vela 5FH前川で観測した .'\0似0-00の光J主 1111似を

うちの_. }j が'，l!: i，庄(i庄1-< 6 凹1. 2Ocm) でも制{き始 lT~ねて不す。比かけの強Jtt を合わせれば 丸山 1111

的たことが判リ決着した。また r ~*んが』のi凪 料lはそっくリといえよう。現イI. X 線的強J1:は J、;休

報を受けたソ迎のX線術.htKvant t. 6税 X線明 i卓 -))で半減する訓合で附く主ゥている.ブラ γ7

1完で 20-250keV 領域でこの$I f I，!を験日 l している。 ホールの alE 拠をボめてーまだまだ『き'んか A 的地

x料l. 光"丘地の j1! t蛇フレーが行〈働いたと'P I える。 跡は tbt くことになりそうだ. (・品涼‘.I t"')
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発生からの目敏(日)

こぎつね座の X線新星と A0620-00 との比較

合GEOTAI L米側科学者との打合せ

CEO'I ・All には， 日本 1附の 5H 官lの朴"j:W Q川l機

協に JJII .zて.米作， I !H I] の. 2 将官 lの機加が， I在る。 6

Ii27 日から 3 III~ \J，本同および凶独から 10 人のチ

ームを制 II~l lJi キセノハスに迎え.これらiR a!'] 機器

と . VIIi ，! システムとのインターフェースの打合せ

が行われた.

i:l'~t{ の I~ III，\:'Iの J土砂にもあったように， L う

やIIl II] L ニの州の会議を m·J \，、ているにもかかわ句ず，

米自 !I] は . 11i 日新メノパが JJII わり.全太郎日{;のよう

主 H 4:f1刊の変わり映えしない顔ぶれと NIK\(I'J な II'!

の I';: さを"、している

:.1 \1 市打 1 ;1: ，ゴタードから l 人.ジョンズ・ホブ

キンス大から 3 人.アイオりよから 4 人， j1 Q j1，プ

ラウ//ユパイ 7" 仁科大から 2 人て二本場の英 ;f?

に、 ドイツ "It リと II 本 "ft リの !JU訴の出じる会議と

なうた。(表紙カット。撮影・新倉克比古)

議題は、熱.機械，活気 (I'J インタ -7 エース、

.J:験 Jよ叩， EM 試験.輸送， jJ.fi 1期等広範iJ~にわた

り. しか b. ({1-fJI~ 設計の J，Hq ィロソ 7 ィの議‘詣

から.コネ 71 のう HI!の制 II かい取り決めに至るま

で隊々で， II~，;岳でもシンドイ 1J 合せを英語です

る n 本勢は.タ IJ には.グッタリと L寸状態。

それでも;，品中匁セ '1:.-' ヨンの後には、明 Iキャン

ノ、ス的地ぷ>t!. γL 終之、 ~jt f: 'I';· ，お聞きとなった。

(中谷一日 1\ )

合“さきがけ"オカルテーション実験中

.さきがけ は現品地球かり礼て太陽のはぽ央

制IJ に i止 lU しており.テレメ -Y'，正法は太防コロナ

による {[liL を受けて太陽風そのもののデータは J[R

1(1 できないが， J正に1lI長変淵I正法を受いしてコロナ

の11i:がり! ~.イトを知l る司王ができる。太陽によるえん

べい尖験は HI 年 7 II に すいせい を i止って行わ

tし今lui は，i'iにならうという‘J';で朱である 今年

の 3 月に無変淵屯械を試験的に'1:伝できたのに味

をしめ.現イI:;まて叩1ぽ定期IfI'Jに地上操作 lei の協力

のしと， スベタ I， )しのjJJ:がり~~イト(これは太防コ

ロナ1， 1主変動と木|場胤述に依存する)に弔山をお

いて観測を続けてきた。 すいせい は約 l ヵ I)

はどで太防コロナの影響は消えたが.“さきがけ"

はif{に 3 ヵ n 以 l にわたって彩特を受けている。

4JIZHI には制昨日!の後にスベクトんが大きく拡

がるのが観測された

ヨ ロ γ ハ，m 1.1'10)ノ、レー.探作機ジオ， I も太

防えんぺいらg験的機会があったが残念なーI>に尖験

は尖税しなかった。

ソ j世のハレ-f" H'i機ヴェガ 1 ~J' Ni..び日りも同じ

ような実験を 1 j うた ιFをたまたま今年 5 川.札帆

て'1 j わ it た [S'I・ 5 ンノホジウムに ;K 句 il l.こゾ 3主の

オカルテーンヨン実験的HI:'点サヴイ γ 千時」から

拘l らされ， P!J.I は H 牛" ソ迎て ··l~r られた *1;* を合

わせて"市丈を .I} <'J与を f是奈されたロ "さきがけ

の氾波は 9 )j初めばlには II 市に似する事が下屯!さ

れている。(小山平一郎)

"

J 1
3ぜ
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一4HZ

一Jlし
5月刊日 lこおける周波数スベクトル

ｭ4HZ

5月 24 日!こおける周波数スペクトル

*20m アンテナ起工式

鹿児 1:.~' j<'Iii ツ~ III J1iJIi WJ 所の一つの象徴として川町

してさた IH Illアンテナ L その後継ぎを巧える 11.'i'l日!

となった そニでi: H、 d l-l lllj を支えるべく，新しい

椛似のもとに 20m アンテナとそれをめぐる S バン

ド送受 1， t 系. X パ/ド受 fr i'系およびヤ:制系が往 i12

される運びとなった。

7H8 日 IOU;~:IO分から製造 til.当メーカである

菱';L:機と II ~"，lL公的則的リて'安全祈願の起.1:.5\ヵ、

KSCにおいて執リ行われた。宇宙研からは休教ti.

繍 IJ I ・市川 . nl の作ll!J子. J.lti契約謀長および K

sci剥係戦nが参列した。アンテナのill訟を下定し

ている気象台地での告II 'I>. 入 II にアンテナ町風市l

試験モデんを似えた大会謙不での直会 "i帯リなく

進行した。内之illi町長.議長. 1m工会lと.漁協iふ

l人l之 illi と!庇Iiの'，;;~林 'ra，とにも御参加を Ifi くことが

でき.十1~I"'jの IIi; れIlIJの陽光のもと，終bfiなごやか

なよさ II てョあった。(林 友 1(0

*ASTRO-D ワークショ γ7'

ASTROーf) ，Jj 'jllij は、 1992年度冬のHI げをめき

して.今iH主よリ正式にスター l した。

このWi I，'には;:，'j いエネルギーに 1山主を持つも

のとしては世界ではじめての X線反射引込続が係

。|世される ω この X~Jぇ射守Ji主続投び 2 HlW Y，えら

れている II、山凶iX~車検 n\ 6;;:のうちの l 純白i (X線

CCll カメラ)を可日米共 I ， ;J で!井 J1t'j るよとか、 l

SAS 凡 il5 i1の!H I で介。さ!t， 1,I,jl Fiの l且l係目的初

会イ干を Jki .，lて ilSTRO-D ワ クンヨ γ フ由\ r.)J
7n- lO LJISλs て世間Jカサ L た。こグ〉ワ クン 1

フでは. ASTH()-Dの干十F的I'll:::かます..花自治さ 1 し

その日際を i.t l，xするにはどのよヲな点に.f( }，'.(をお

いて装;0:を設 1;1 すべさかが議 E論された 1'1' γ:(I'J な

IL い興味かりのなはを 1m くため. llI.i11 IJ弘前 n日発チ

ーム l主|係円以外的1O.}'， i丘ぃ H 本史料マr"にも参 1111

していただ~. ')~り多\ ¥Ii.荘haSがたたかわされた。

この~I;i歯を i岨じて. ，\STRO- f)の X 斜i守ら主鋭のな

JI 日僚がほぼ回められた (11・ I' -)

合 ISAS ニュース No.aa の訂正

IO ，-i kl' ， 7 行 II 760Jiha • 700ha

-6-
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サプミリ波領域の宇宙背景放射の観測

名古屋大学思学部村上

|サフミリ溜|

浩

今回は匝 JLi li' l ロケ y ト K-9M-80 号機に熔仰された

サブミリ波望述鋭についてお訴します。この装拍!

は波長 100μm か句 1 mm の領域で 3 K4: fi:i-trtt政射

や(I\;i品の.w. U\JWがtHす熱抜射を il!Jl4!するために目立

討されました。

ヨJi主鋭とはいっても背 i且の鋭やレンズは付いて

おりず. ラッパIf;の集光端て'11与を集めます。 見

It!:波を受けるのに使われるホ ンアンテナに似て

いますが.コヒーレントに光を集めるものではあ

リません。その代わり桜端に {Jh、サイドロープレ

スポンスを作つように設計されています。

この集Y亡総て1とめられた光はフィノレター y ステ

ムによって 6 つの波長常に分けられ.それぞれの

強度を測定する検出誌に入射します。波長200 lJ Ill

-I酬の4 つのW， h正常ではポロメータとliTばれる

検:1\(，~が1!l:われました。これは--ff!.の1l~t;tiMlJ!｣rll
で.入射光;によゥて H主的句れその以 J£t変化をぷ子

の，丘公抵抗の変化として読み取ります。この検出

6:} は前 ill; 紀から i止われている山典的なものですが.

半海体温度討を IIj ，、た現代のポロメータはいまだ

直敏 (00 .)

10' 1田

oK- 駄A 田の随覧

10

ロ

‘一ω

E
~
~，o

ーで

宅

'0

C8R

2.74K

し
νトク

畏
ぺ

F

似射般景背

1∞μm

にこの波長Jj~て寸1ぷ:，の !'~141且を持っています。 K-9

M-80 り機の望述鋭1 ;1 3 K の熱波射を州らねは酬なら

ないので.装出1'1身の熱1点射をもっと低くおさえ

るために超流動ヘリウムを使って約 I K に冷却さ

れています。この環筑でポロ jータはlO-
J5
W の入

射エネルギーまで測ることができます。 iIIlU3t 1 l-j と

しては 10 'Ii というノトさな 1品l立公{ヒを;先み取って

いるのです。-}j， 100/lmから 200，u m をカバーす

る 2 つの波H: 1i~: ではガリウムをドープしたゲルマ

ニウムをi止勺た光導電唱の検出器が使われました。

こちらは入射光 f が屯二f を{主;q， ':I
I
J に II/j)起してキャ

リアがつく句 Iしぶイを流れる~l!.ihL fl在が変化する

のを読みIf，返ります。 K -9M-SO で佼 IT! した素 f は

10 '6W まで訓 Iii l る刊能を nっていました。

この袋院を!!l:った観測により 3 K'"j-:'rii1rJr::放射

のスベク I- /レが ;ll 体政射からずれていることが世

界て'初めて明らかにさiL，ました.

(むらかみーひろし)

ヘリウムヲンツ

""
集光lIi

i1>門股吸鎗ポンプ

fBK.~ヘリつムタンワ

フィ凡 r9-J}. U

幌也lIiシスァむ

目 m ー-j

サブミリ波望遠鏡の断面図

-7-



ーを 1tLｧL_
北欧でのコスパー総会

理化学研究所松岡 勝

1厚相

6
M安弘T

，FA(五、

年代のX線・プfン7線の鋭illll~十 rrt， j を紹介しておく

ことにする。

X IJj(・ガンマ線天文学の分野では 1970年からこ

れまて中"J 14例のX線天文術Ji! と， 31111のガンマ線

大止;術品が実行さ iし従来の大丈7 にやIllHI 入りを

呆しつつある。さて，今後2000年までの計 [Ihi を年

表に示しておく。 6"111立 n ち 1 げが!日Ii主いないと

与えられる 1稲川であるが，その他は迎くなるほど

打ち 1- げ年次はあやしい。計 l自iの提案だけならば

ASTRO-Dに続< ASTRO-Ie もこの年表に迫JIllす

べきかも知れ主い。この他90il'代後半には.中|刊

のイギリスとの共同の硬X線天文jqj Ji 計耐lや 'j-:Hi

基地でのX線 ガン7線観i1I'1 ~1'I'hi (，ある.

年表に d、した今後の術 1 ，!.， Ii' I ，hil J:i¥STR0-0 と C

I-IEAPSAT(130kg ほどの軽い砕 PI~ を20億円ほどの

安上りで叩く :JUJL しようとするもの)だけが I I

ン以ドでー他は 1 I ン以上， 10 トンを超えるもの

もある。 ;niiliiの効能引きは総介的で.これまでの

観測を桁泌いに [II] 卜させるらのもある。また 1釘 Jt~.

の h'~でhは 10il を bl桁すものもある。ーの [II!が X

線 ガン 7線J、止;学を決定的に判。< ri~、，~i" i而の l

つであろう。しかし小町!ながり 01 4'の実 }J に合

わせたこの時期!の九t先端の装置を早〈実現させる

円本のやリ!)は，少くともi\STRO-Dまでは問i主

っていないとの印象だった。

(まつおか・まさる)

~tl状て'コスハー(宇宙2間研究会議)総会が|品l

かれたのは今回( 7 月 18-29 日)がはじめてとIi

う。」じ鰍聞をもっ7 ィンランドは地球物J!I!学的に

もITi裂な拠山で当然コスパーへのrt献も J~J刊され

ている。 1987年には 7 ィンラノドはヨーロッノ、半

'山機桃 (ESA) の共同国となり，宇宙|品l発への進

出も4:絡的となった。

そもそも耕い東京をのがれて 7 ィンランドで挫

特を兼ねて X線・ガンマ線の観測についての 1990

!j3.代の計画を知リたくて出かけたわけである。 1叶

が.へJレシンキ空港に若いたとたん束京のJ'['反と

roiJ じ熱気を感じて篤いた。 l訴によると 50年来の鋭

常気象と古う。 y ンポジウム会場近くのホテルを

とったものの冷房がなくむし暑い縦一目しい伎が続

いた。これに耐えかねて西村純所長と問 II-l~lf郎教

!1は冷房のある少し離れたホテノレにお逃げになっ

た。他に外|斗のjill 中む次々に脱山するのを知って

かホテ Jレ制IJ では急、拠食2 にィ昔日を似lえると 3 っ急

場しのぎをやる場 1M もあった。

会場はへんンノキ郊外のエスホ のへJレンンキ

-r.n大学で行われた。 ~kの~いゅうたリとしたキ

ャンハスと往築夫のある建物は人口 (490万人)の

;';~J に l土|の広さと立さを物知っているようである。

初日の全体会議ではホルケリ・ 7 ィンランド(，

判 l も MilN:するほどの1)の入れよ?であった。そこ

でコスパー総会参加l孟|の代表品の紹介がなされた

が35 ヶ I±I もの参加があるものの大型ロケ y ト

をもっ小|ボ|がまだJ1IIわっていないのは少し気ア

になった。 6 6

科セ γ ンヨンは If>の，//ポジウム. 26のワ 常fT 法主将 1

ークンヨ γ プ， 23のトピカルミーティング.

それにビジネスセ y ションなどがノ、ラレル l止

ぴンリースに開催された。丙村所長は 'j': '，ii ~)f

の代表として r:¥. Jl{ ミ ;1:，/ ヨンの紹介をされ.

イi'i:.!J.の気球についてのごザf 門の話は ESA の

ボネ先生も感心されたようである。筆者は主

として X線 ガンマ線の観測と宇宙線のセソ

ンヨンに H~ Jtt した均七ここて'は出J1itJった 1990

-8 ー



_，J・.?-伊、\

~込己'iw 太陽電池の話 (6) (カバーガラス)

1・'由周太陽'~IT:池の表面には，百十倣1J共. Ce ドー

プマイクロンー I· .サファイア等のカバ ガラス

が、接着斉IJによって日長り付けられる(JSAS ニユ

ース 1988年 2 月号小'1': 'd.i参日付)。これは主に，地球

級品;に捕1ft された ir!(rli:粒[ (電子や防干)から成

る lb.射鰍J;U~立(いわゆるパンアレン 'm: )に対して、

太陽 'ilL池を保認するためである。カバーガラスを

必らない場合.ヱとして変位効果によって半導体

結品中に栴イ欠陥を 4 じ.少数キャリア( WI)えば

n 形半導体'"!，の正孔)のh命が減少する。相lい近

似では，太陽IlL池の光による発生 'aI流として. pn

桜イト 1(11 かり少数キャリアの N:!\' 文長までの体制内に

生じた ;IU 正干 L)-·J が有効となる。少数キャリアの

必命が拡散長の 2 来に比例することから，均命の

減少と共に';:[1 bit も低下することがわかる。

ih 品自有 !k のように以射 7 イノレタ H~ カハ ガラ

スには.同日 fIJiにコーティングが施されている。'壬

光j(1IにはカバーガラスをilJjって太陽屯池に i主する

光エネノレギーを効寸'よく収集するため. MgF2 '"'

どの中府反射防 JI 肢が AE 予告してある。以前には紫

外*J~ 以!tJ'艇があって. f産活剤を紫外線による不透

明化からギ l リ ， I:. !:g 光スヘクトノレの中て。太 I~)j 7t1池

によって B正気エネルギーに変換されない， 11.1波長

官ii 城を!ぇ射させる役 H をよ II: している。さらに数 10

Mの十渉フィ Jレタを使用した反射似の場合、カバ

ーガラスの透過半は，閃 l のようになるので.出

力に寄与しない赤外線も以射させることができる。

この機能は宇市 ~::II'\J にある太陽福池アレイの動作

iJI fltJ. 立を巧える上品介に，if(裂である。ンリコ/太陽
1似〕

100

加

回

開

岨

〈

択

)

附

摺

梱

¥

乙­
4:J5I15

正こ
1150140

釘}

午=ど。

淑則前首 O 符xl 900110013001 日Xll7 α}

盟展 (nm)

図 T 力パーガラスの透過特性

;五池の応大 ~11 カは. n-Iu :it係数が負であるから，ア

レイはできるだけ低温で動作させるのが明ましい。

今司内書 1\に発熱 il自のない J;J ，殺のボティ 7ウント

型太陽'屯池アレイを 4 える。カハーガラス f·J き太

陽電池の太陽光吸収 wを ι 半球放射ヰを Ell と

して，その動作品度 (Top) は，同知 1の

,j I ;:)α

Top= ./'一一一一-v4σE H

で与えられる(ここに . S 太陽定数. σ ステ

77 ン・ボ Jレツマン定数 )0 1;;<11 の場介亦外科lを他

より余計に反射させることができ， これは EH が

大なることに対応する。従って fop が小となり，

太陽辺地の llL 1 J が汗J大するといワメリ y トがIIJ て

くる。

Ce ド プマイクロンー|は j長れた耐I/，【射線性

を 1C1 すると共に I斗身が紫外線を l吸収して.紫外

線反射版なして山姥新剤を味外線mfむから防止する

ので. il~仙l絡化が尖fJ， し尖献を卜げてきた。

1，止 j[i:.宇宙(，Jf と NEG が'I' ，し、になって CeO， I1.び

TiO，を含有する剛院|般ガラスによるカパーガラス

130X を l，;t-J 売した。こ ILは化";:白'Jに安定て寸又 1(11への

アルカリ抗出が少ないという特徴がある。このた

め表的lの変 Int>~I ，~く反射日 W iI股等の i耐久刊が IIIJ 上

した。図 2 に日 IJX の透:if!lJ Wを f了、す。

なお. EXOS- I)では 7-7 放'ι による機持の誤

U>! J l1防止や粕 'I行な科学; ID1 iJll Jのため.導屯伯コ テ

イング f·J [3DX を抹用して 1将原点j(1Iの屯{立の J:'j

化を l司っている。，j<'1山研一 I~:jti凸嵯治

肉車〈μm)

ー一一ーーー則

一ー一一一一 l曲
一-，印}

一一一ー-5佃

酬
同
E

限
附過透のx

h
uB

門
/
」

図

3αxl J200U附
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鹿対策

刈谷孝一

るが‘笑験もまずまず.川H"のPit解と協力も仰ら

れてさておリ ~jlli しは附くな".

献し.この!日lに及んで驚かに~.l.を悩ましている

ニとがある.それは.鹿があまりにも "r愛い動物

であること。0;，1 1'1実験中に.町民的 rにくしみJ

が.愛情に変った。特にも;J，と験農家の If\(と按して

HIfl しに諜くなってし、< <> Wt:'; 車では可愛い子 j止も

;誕生 L. 千 1;1'なそうとしなし\ <l -(~聞は干どもたち

にすっかリ馴れている。倒 l では.自 {i 可 jili 宇II 相 If~ Jj ;I.

rH に， 50h .ff I\;I;j 主成を悦って()止 2 ~1iを贈ったが.

」、 ILl ， , 、動物l到の人気者に主っている山 ・長l血

4・:!{;は r と殺J なくしては成すしなし、。育てた.~

rh は常にその運命にある<> ,.m L l.iJ じ だが.脱は

あまりにも愛ら L· 、.

今、物より，し、をよれにする時代。田J L ニl控治時

リゾ トの形成にi!i隣市町とJtにその桁定に巡動

している。似たは.人と人とのa\介い. 心のふれ

あいて'ある。似た資源は美しい (I 然出抗だけでは

ない。そこに 1ムむ人々円以い心て'ある。人怖の22

1)' さこそ大切なWilJ;~である。人々の成への愛怖を

冷たい患1性だけで処理しては古らない。ましてこ

れか句内ドども i生の純真な ·L、をふみにじるような

ニとはあってはな句ない。

主主If\( 'I'.!!'': ，:!·I向lカ 'I也から Lit U されはじめ，悦桜

Dlの米町やi刷会も多くなってきている。そんな中

で.こん主陥みは人にパえたものではな".然し

ゃ'I とカ‘把1:t]\グ)}j iJ、を巧一えていカ‘なけ I lI;I'ならない。

此は家京でないので食肉処.HI~場では，立 1 ，1 けない。

きて、どうしたものヵ、 lifiの州いシカて"ある。

そんな H.'i'. "j<lli 千 I'i'の先 'I'. Jiは，お干さんの rn

のヲさき J の質問にどう応え句れるかむ ふとそ

んなことを 4思いうかべる四以ュ伐なことなのに。

時代ととらに. li't話的刊一叫しまた変っていくの

であろうかヲ

(=.1;今回 ff士 銀河述 1唱サンリク共和凶大統制ー

カ‘ I) ぺ3 ・こうし、ち)

I いも焼同 tJ はンリーズで銀河:iM仰の

大統計lにー笠松いています。次凶は第三

同 II で臼凶大統制の l三定です. (小l血)⑮

いる。

ニ陵町のpq·1じ(';ISに燃日 1341 m の i，止1111 がある。

そ向山総ー怖が北旧日のホン y ュウジ力的'tWI也と

なっており.その数1600~fl- 1800l/Iiと発表されて

鹿は r .(~~佐保直及びJ':I'猟に l刻する法l~・ J に辺め

る保議!吹で.そのお首位が鰍端に制限されている。

町ではここ数年，胞の食，I:' に制まされている.

しいたけ.幼令木.到来.水 FII の稲までその被告

が及び被 ~I;' 前i 7 f-万円に述した。防除緋lの i守号で

は IW ぎきれず， rIf包はー一[Iじもい句なし、」との怨i監の

戸カ咽If"に l:111 くなってきている。右‘は.国I t7)明IIPJI

は「鹿と病院亦， i:，結脈問題」と日っているが.

以内揃い問題である。

店、は 60年 11 }J町長に就任. 12月に和J議会で脱対

策について1'(聞をヲけた J免の町IHJは li1j町民的時

む度々でていた。私も『対策を強化する J と答え

て逃げをうった。"とし. %Iii下町長の相I);主 iタII会.こ

の符弁では泌"~カ引きなし、。 r町長は胞と間1 以内

'Iで命(生川)グ川、ずれが大I;JJ と，目、うか」とたたみ

かけてきた。 21"1. :3 回と絞< :色 J且に見守した店、は.

1 新たな対策を椴t吋する J と約束してしまった。

対策は和I むない。 'T~設で ιHm:なし。然 L 3 月議

会までには答えを HI さなければなりなし、。教職ー

教育長の絞朕の新1工町長に. (-)1年 Ill'-r-Ii的制成.
~itN 口 f' ，~.もつまっている。余納をもって巧えるこ

とはれきれない。 2 ヵ n紅 Jr ぇ続けた。その末.

光氾 lの転換をはかった。それは.干 T111 主!庇を的川

することて"ある。 III 迅lJI;ttU に検討を命じた。

ザ叫 "If 光のための '1-: ，体 ;1 1i般の Ji it: があった。そし

て;拘束北大呼教校王手先 'I':.'η 「日本 lIt 研究協会 J

を知り‘ f ンカ将司!H IIi Jιl 止び調査研'先 J として liiJ

l品会に研究 t:~{ ずることと L. イf :t: 駆除1\ Iu白にょ

うて. 100~fiの 'I 体捕拡の;t'r III を取った. 'U<!'研究

と布効活用の }j j主的'JF"先て'ある.

61年度は;，n lit施設. 62年度より;，Il処開始し現A

140頭の肱を 23ha 的牧場と数少J的成家てヅ二験炉l

il しているが. ffll の LIfOは必!止‘J'業であり.腕iの

hfiffJて'ある。そのためには IJ~I .III の J'II， M，を仰るこ

とがカギて'ある。隙↑fjは今も続けている。まだま

だ. クリヤーしなけiLばならない院11"1は秘ってい
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